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幼い子の居る家庭で見られる光景の一つに,母子が

共に絵本を見ている光景がある。

「読み聞かせ」という言葉があるように,母親は幼

い子に絵本を読んで聞かせ,幼い子はその声に耳を傾

け,絵を見ている光景である。

この日常的な母子の姿を,相互関係に着目し研究を

進めるのが,「絵本を介した前言語段階の母子相互関

係」の研究である。本稿は,その研究に用いる方法論

である。

1.背景 と目的

母子 関係 を理解す るには,Bowlbyの attachment

(1969)や Klausと Kennellの bonding(1982)な どの

理論があるが,attachmentや bondingと いう結果を知

るだけでなく,母子関係が形成される過程の検証は重

要である。

関係性を考えるとき,そ こには,主体 (suttect)い と

主体の関わりという考えが必要である。主体相互の関

わりが,いかに作用し,その場面を形作るのか。主体

相互が相互の思い (主観 )〕 をいかに読み取るのか。そ

れは,母親と乳幼児という非対称に見える関係におい

ても同じである。

「乳幼児は社会的相互作用に参加する生物学的準備

性を備えて,こ の世界に生まれてくる。また,親 も養

育 における社会的相互作用の準備 を している。」

(Emde,2000)こ れは,生物学的観点から,人の相互

性が,生来,備わったものであるという考えであり,

乳幼児と母親は社会的相互作用を準備しているという

文脈において,乳幼児と母親は非対称ではないことを

意味している。非対称でない相互作用が, どのような

形で表れるのか。それを知るためには,互いがどのよ

うな関わり方をするかに着目し検証する必要性があ

る。

Erikson(1964)は 「最初の相互性は,単 なる出発

点であり,その後次第に複雑な出会いにぶつかる」と

する。つまり,前言語段階の母子相互関係の研究は,
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その後の相互関係研究の出発点としての役割を担うも

のである。

相互関係の過程を知る考え方に,IntersutteCtiVityと

いう概念がある。これは,主体と主体の相互関係の考

え方として,哲学,現象学,物理学など,様々な領域

で必要とされる概念であり,精神分析の領域では,臨

床理解の重要な概念として在る。また,現在,Intersub―

jectivityは ,間主観性,相互主観性,共同主観性,間

主体性,相互主体性などという多様な邦訳があてら

れ,精神分析学的観点,現象学的観点,発達心理学的

観点など,それぞれの文脈の中で微妙なニュアンスの

違いを示している (鯨岡,1986c,1993b)。

Trevarthen(1979)は ,IntersutteciVityを ,「理解 を

互いに相手に伝え合う活動主体同士の繋がりに言及す

るものである」とし,「対人的 Interpersonalと いうよ

り,意図的な意図をもった主体たちが,その精神的 ,

情緒的過程を関係づけ合う」とする。

「絵本を介した前言語段階の母子相互関係」の研究

は,母子相互関係の情緒的過程を研究することである

が,乳児が前言語段階の場合,その思い (主観)を読

み取る方法に言語化されたものを用いることができな

い。しかし,言語化されていないとはいえ,乳児の思

い (主観)は非言語ではなく,言語の前段階であり,

乳児自身の思いを表現していることには違いない。泣

いたり,笑ったり等の表情,手足を動かしたり,の け

ぞったり等の身体の動き,声の抑揚,音調など,乳幼

児の情緒表現は乳幼児の「言語」として存在 してい

る。(Emde,Sorcc,1983)

したがって,前言語段階の母子相互関係の研究に

は,母親の思い (主観)を 読み取ることとともに,前

言語段階の乳幼児の言語,思い (主観)を読み取 り,

母子間の間主観性を捉えることが必要となる。そこ

で,本論の目的は,「絵本を介した前言語段階の母子

相互関係」を実証するために,その間主観性を捉える

方法を述べることである。
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2。 母子相互関係研究の間主観的 アプローチ

乳幼児の情緒表出は,前言語段階の乳幼児の言語で

あるが,表出場面の臨床を検証しない限り,その言語

を読み取るのは困難である。例えば,手足をバタバタ

させるのも,喜んでいるのか,機嫌が悪くむずかって

いるのか。また,声をあげるのも,機嫌のよい声なの

か,不機嫌な声なのか,驚いているのか。これらの情

緒を読み取るには,その場に居合わせるか,記録され

た文脈や映f象の流れから解析されなければならない。

その情緒が表出されたその場,その時こそが,乳幼児

の言語を読み取る機会である。つまり,その情緒が表

出された過程,関係性,つ まりその間主観性の「読み

取り」が重要となる。

同様に,言語化できる母親の情緒表出を読み取る作

業も,関係の中での情緒表出である限り,表出場面の

臨床を「読み取る」方法が重要となる。

(1)関与 しながらの観察

間主観性 を読み取るために,鯨岡 (1986a,1986c,

1989, 1993a, 1993b, 1997, 1998, 1999a, 1999b, 1999

c)は ,関与 しながらの観察という方法を取 り入れた。

これは,観察現場で透明な存在に徹した客観主義の

立場をとらず,被観察者の立場に「成り込み」 (本目手

が現に生きつつあることを,おのれのこととして,つ

まりおのれを相手に重ね合わせて,相手を生きようと

する様態,相 手の立場に立つ,共感する)(鯨 岡,

1997),その主観を把握することによつて,被観察者

の間主観性を理解しようとする立場をとる。

また,こ の「関与しながらの観察」という概念は,

Sullivan(1953)に よると,「…相手となる個人と一応

客観的に接触することを可能にする技術の開発は,実

際上不可能である。科学的に観察可能なものは,あ る

場面におけるその人間の営為,す なわち,何事を語り

何事をなすか,である。確実性は劣るが,その人が自

分の中で起こっていることを語ってくれるならば,こ

れもまた科学的に観察する事が可能である。われわれ

が観察の対象とする人間とわれわれがかかわり合って

つくる対人的な場において く関与しながらの観察〉を

行う, という技術ならば,こ れは 〔われわれの努力に

よって〕改良進歩させていく事が可能である。… (中

略)…・観察者が観察される者とかかわってつくる場に

おいて観察者と観察される者との間に起こる現象なら

ば,研究が可能である。」
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さらに,乳 児の情動研 究 の持 つ前提 を,stern

(1985)に よって,確認すると「結局のところ,私 た

ちは乳児の″亡、の中にもぐりこめはしないのですから,

乳児がどんな体験をしているかなど意味のないことな

のかもしれません。しかし,ま さにそれこそ,私 たち

が本当に知りたいし,ま た知らねばならないことの核

′亡、なのです。乳児の体験とはこんなものだろうな, と

いう私たちの想f象が,乳児とは一体何者であるかとい

う理解を形作り,それが乳児に関する私たちの作業仮

説を作 り上げます。」すなわち,前言語段階の乳児の

精神生活における研究領域では『推論』の域を完全に

脱するわけにはいかず,特 に,前言語段階の母子相互

関係理解には,その母子間の物語を観察者が「成り込

み」読んでいく必要がある。

したがって,「できるだけ自然な形で母子の生活に

臨席し観察する」方法は,母子相互関係を見出す方法

として,有効であると考える。

その上で,一つ一つの事例から考察するのではな

く,相互関係の過程を検証する場合には,母子間の環

境条件を定めることによって,縦断的に観察できるの

ではないかと考える。

その環境の一つとして,絵本を介することを本方法

では採用する。

絵本は,前言語段階の母子の場合,読める大人,開

くことのできる大人,読めない乳幼児,一人で扱いに

くい乳幼児という,扱 う上で非対称な立場の二者が ,
一緒に見ることのできる環境である点。

そして,絵本は,特殊な準備や新奇な準備を必要と

せず,母親と乳幼児が, 日常的に同じ環境を介するこ

とができるという点で,継続的に,自 然な観察ができ

るといえるからである。

しかしながら,関与しながらの観察により,母子相

互関係を見る鯨岡の研究 (1997,1998,1999c.d)に お

いても,絵本を介した母子相互関係の過程を見た事例
は少なく,ま た,絵本を介した母子相互関係を縦断的

に見ているものはない。したがって,本方法による実

践は,「絵本を介した母子相互関係の考察一前言語段

階の事例研究を通して」 (櫻井,2003)で ある。

(2)実践研究における観察の具体的な流れ

被観察乳児 (7組の母子)は ,4ケ 月前後,6ケ 月

前後,9ケ 月前後,12ケ 月前後 (1歳前後),15ケ 月

前後,18ケ 月前後に行う。それぞれ,お よそ 2ケ 月
～3ケ 月に一度ずつ,1時間ほど,家庭訪間をし,母
親と談話しながら, ビデオカメラをセットし,絵本を
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赤ちゃんの周 りに数冊～10冊程度用意する。そ し

て,観察者が撮影者も兼ね,ビ デオカメラ撮影は,一

台のみで行う。7組の被観察家庭のうち,観察者が初

対面の母親は 5人であり,母親の年齢は,20歳台後

半～40歳である。

用意 した絵本は,日 本のブックスター ト推奨の絵

本,イ ギリスブックスター トプロジェクト推奨の絵

本,その他,布製,木製,日本のボー ドブック,小型

絵本などである
〕
。

観察者は,赤ちゃんやお母さんに声を掛けながら

(話 し掛けながら,)ビデオカメラを準備する。用意し

た絵本は,観察現場での 状況に準拠しながら,赤 ち
ゃんとお母さんのそばに広げたり,積み上げたりす

る。

「赤ちゃんと一緒に見たい (読んであげたい)絵本

をどうぞ。」と言い,ビ デオカメラで,そ の様子を撮

影する。その場の状況に合わせながら,撮影するの

で,赤ちゃんの機嫌などにより,実際の撮影時間は,

決めない。また,赤ちゃんがビデオカメラを意識して

いる時は,三脚にビデオカメラを置き定点位置から撮

影する。その際,観察者はその場に参加しながら観察

を続ける。

なお,本観察は,母子の生活の自然な流れを観察す

ることに重要性を置 くので,乳児の生活のリズムを崩

さない指定された時間に観察し,母子が日頃生活して

いる家庭での様子を,観察者同席で観察する。

以上の手順で,本論は,その場で観察されたことを

記述し,その場の流れを読み取ろうとする。それは,

乳児が絵本と出会うには,必ず,母親の (年長者の)

働きかけが必要で,一つの主体だけでは,相互関係が

把握できず,2つ の主体 (乳児と母親)が,1つ の道

具 (絵本)の 関わりを得て,さ らに複雑な相互関係の

流れになることを予測するからである。そして,観察

現場で表出する乳児と母親の生きたコミュニケーショ

ンの臨場感―その身体表情の変化,その声の トーン,

全体的な雰囲気など一を感受 し,把握することによ

り,絵本を介した母子相互関係を推論・考察 してい

く。

《観察後の流れ》

観察後は,(1)観察場面ビデオを起こしながら,エ
ピソー ドを記述した後,(2)月齢ごと,個人ごとにビ

デオを編集し,(3)横断的考察と縦断的考察を進め ,

(4)そ れらを総合的に考察していく。

(3)エ ピソー ド記述

観察されたエピソードの記述は,観察者によって ,

目の前で起こった事象の展開を文章で縮約・表現する

ことであり,観察者以外の者も,観察された事象を同

様に把握できる研究資料でなければならない。特に,

前言語段階の母子相互関係をみる場面は,実際に観察

現場で観察されたことを,ビデオ再生の力を借 りなが

ら,見 たままを縮約・表現 してい く作業が必要とな

る。当然,観察臨床の印象が薄れないうちに,記述を

進め,ビ デオを再生し繰り返し見る事によって,現場

で見落としたもの,発見できなかったことを把握す

る。

「エピソード記述は,生起した出来事をできるだけ

ありのまま,そ の生き生きした様相において取 り上

げ,その く出来事そのものに語らせる〉という素朴な

発想を土台にしている。」 (鯨 岡,1999)が,実際に

は,観察されたもの全てが,切 り取られ記述されるわ

けではなく,出来事そのものを切 り取るときには,観

察者 (記述者)の 問題意識自体が問題となり,一般化

できるわけではない。しかし,観察者 (記述者)の問

題意識,な らびに考察に必要な情報を焦点化できるよ

うに切 り取って記述していかなければならない。

《エピソー ド記述後の流れ》

被観察母子の 4ケ 月前後,6ケ 月前後,9ケ 月前

後,12ケ 月前後 (1歳前後),15ケ 月前後,18ケ 月前

後の記述を,横断的に比較・考察する。6ケ 月前後～

18ケ 月までの被観察母子一組を縦断的に比較・考察

する。横断的観察結果と,縦断的観察結果を統合し,

考察,総括する。

(4)客観性と信頼性

「関与観察した結果をエピソー ド記述として記述す

る」,こ の研究方法には,常に,研究結果の客観性の

問題が伴う。関与観察のどの部分を切 り取 り,エ ピソ

ードとして記述するのかという点について,関与観察

者・記述者としての問題意識が関与した上で,観察・

記述するからである。観察記録と本方法でいうエピソ

ード記述の大きな違いは,関与観察したビデオを記述

者として見直すということである。

本研究方法の客観性には,自 ずと限界がある。数値

で測れない人と人との情緒的過程の研究方法であり,

前言語段階の母子の相互関係研究であるため,推測の

域を完全に出られるわけでなく,その観察結果の完全

な反復はありえない研究方法だからである。

夕1え ば,ビ デオ撮影した観察データを次の方法で公
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開 した ところ ,

ビデオ撮影したもの 【エピソード102】 (各 3分前

後)を ,専 門学校生 (保育科)36人 に2回 繰 り返

して見せる。質問紙には,「2本 のビデオには,乳

児が同じことを母親に伝えていると思われる箇所が

あります。どんなことを伝えていると思います

か ?」 と質問した。

【エピソード1:A児 と母親】

積んである絵本の中から,『がたんごとんがたんご

とん』
4の絵本をA児 が自分で手に取ると,母 親は

「それがいいの ?」 と声をかける。A児は身体をずら

しながら,母親の方に投げる感じで母親に差し出す。

母親は「がたんごとんがたんごとんするの ?」 と言い

ながら絵本を開く。「がたんごとんがたんごとん の
せてくださあ―い のせてくださ―い」と母親が読む
と,A児 は手を絵本に伸ばしページを自分でめ く
る。次のシーンを母親が「がたんごとんがたんごと

ん」と読むと,再度 A児 は自分でページをめくる。

次ページでも本を見たり母親の顔を見たりするが,手

は絵本を触っている。自分でページをめくりたそうな

動きを見せるが,母親が「りんごさんよ。ほら」と言

う頃には,関心がそれてしまう。

【エピソード2:T児 と母親】

前回,気 に入った様子だった『おおきい ちいさ
い』
5と いう小さな絵本を目ざとく見つけ「だうだあ」

(どうぞと聞こえなくも無い)と ,母親に差し出す。

母親は読み,T児 は,一冊全部,気が散ることなく,
じっと聞いている。母親は一冊全部聞いたのが初めて

なので,「聞いてたね」と言いながら絵本を置くが,

T児は,も う一度絵本を取り,「だうだあ」と差し出

す。母親は「もう一回読むの ?」 と,読み始める。母

親は,T児の鼻を触ったり,ほおを触ったりしたり,
T児の名前を入れたりしながら読む。T児はじっと聞

いているが今度は最後まできかず,そばにあつた『い

ないいないばあ』
6を
取 り,母 親に持っていこうとす

る。

その結果,36人中 34人の学生が,二 人の乳児の伝え

たい思いを

絵本を読んで欲しい。この絵本をもう一回読んで欲し

□
また,1人の学生が,

1絵本を読んで欲しいと,絵本を読むときにバァと母親|
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が言ったので, もう一度 して欲 しい と,読み取ってい

る。

つまり,36人中 35人の学生が,二 人の乳児の絵本

を投げ出す行動 と,差 し出す行動から,乳児の前言語

段階の行動や発声を「絵本を母親に読んで欲 しい,絵

本に関わる行動をもう一度して欲しい」という思いの

表れだと読み取っている。

このように,数的に大量に分析結果が合致したこと

は,こ の観察結果の切り取 り部分の信頼性が高いこと

に関連づくと考えられる。しかし,正確な数値とはい

えない。分析する母集団,質問紙の質問文,ビ デオ全

体の切 り取り時間など,条件により結果の変化が考え

られるからである。また,同場面の関与観察者である

エピソード記述者が大多数存在し,大多数の観察結果

が同様で,同様な記述をするとしても,あ くまでも数

値化できる精度をもつものではないし,一般化できる

定義があるわけではない。

すなわち,本方法は,精度の高い客観的数値を求め

ているわけではなく,前言語段階の母子が可能な限り

日常と同じ環境で過ごす時間を観察対象にし,そ こか

ら読み取れることを提示する形をとる。本方法で,重

要なのは,その観察場面の間主観性を読み取 り,そ こ

から,考察することである。

しかしながら,データの捏造や歪曲 0独善があって

はならず,複数の検証が可能になるよう,観察データ

の公開を伴うのも本方法である。

3。 実践 と課題

(1)先行観察方法と本観察方法

絵本を介した母子相互関係の先行研究には,大村彰

道・荻野美佐子・遠藤利彦・針生悦子・石川有紀子・

白佐いずみの「絵本読み場面における母子相互作用

(第 102報 )」 (1989,1990),秋 田喜代美・横山真喜

子・森田洋子・菅井洋子の「ブックスタート協力家庭

の母子相互作用 (1)～ (4)」 (2003)の 研究がある。

《「絵本読み場面における母子相互作用 (第 1・ 2報 )」

の方法》

○第 1報対象 三3歳児とその母親 13ペ アで,出 産時

に問題のなかった都内在住の第一子とその母親。観

察以前から関係があり観察者と母子とのラポールは

ついていた。

○第 2報対象 :第 1報 と同じ母子のうち,1年後に観

察可能な H組 (4歳児,男児 4人 ,女児 7人 )

○第 1報 ,第 2報の方法 :絵本 (バイロン・バートン



作てじまゆうすけ訳ほるぷ出版)を児童の家庭で子

どもに対して普段どおりに読んでもらい,その場面

を観察者の一人がビデオにとり, もう一人が観察記

録にとる。家庭への訪間は,3-6日 おいて 2回 行

い,13ペア×2セ ッシヨンの絵本読み場面を観察。

《「ブックスター ト協力家庭の母子相互作用 (1)～

(4)」 の方法》

○研究協力家庭 :ブ ックスタートパイロット地区の東

京都杉並区 3保健センターで,4ケ 月健診時にブッ

クスタートパックの配布を受け,観察調査への協力

を承諾 した 25家庭 (い ずれ も第 1子。男児 15家

庭,女児 10家庭)観察時点での子どもの平均月齢

は 1歳 7ケ 月。これらの家庭は,観察約 1ケ 月前に

読み聞かせに関する様々な内容項目への質問紙調査

に協力してもらい,そ こから頻度や開始時期データ

を得ている。

〇相互作用観察方法 :A)積み木場面 :カ メラ撮影に

なれてもらうこともかねて,子 どもにとつて新奇な

コルク製の積み木を袋から取り出し,母子で自由に

遊んでもらう。B)絵 本場面 :A)が 10分 ほどた
ったところで,2冊 の絵本「みんなでね」 (ま つい

のりこ作絵・借成社)「チューチューこいぬ」 (長新

太作・BL出版)を提示し,絵本を読んでもらう。

どちらの絵本から読むのか,どのように読むのかは

すべて各家庭での自然発生に任せる。実際には,

B)の途中で A)に戻るなどのことや他のおもちゃ

を持ち込む等も生じるが各家庭での自然発生に任せ

る。

○親への聞き取り面接 半構造化面接法により,観察
した相互作用についての親の考えや日頃の様子を尋

ねる。

《本観察方法の独自性》

研究目的が異なるため,各方法と本観察方法には差

があるが,絵本,母子,相互作用 (相互関係)と いう

キーワードが共通し,家庭訪間をして,ビデオ撮影し

ている点は,共通している。実験室や観察室のような

家庭以外のところで絵本を介することは,乳幼児にと

っては,非 日常となり, 日常の姿が観察できない。そ

こで,家庭に絵本を持ち込んで,観察するという方法

である。

その結果,乳幼児が,ビ デオカメラに興味を示す時

期があったり,カ メラに特に興味を持つ乳幼児も居た

りしたが,観察訪問時間内には必ず,母子で絵本を介

する場面が見られ,関与観察者を意識することなく母

子で過ごすことが,観察された。また,関与観察者は
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透明な存在でなく,その場に関与しながら自然にふる

まった結果,乳幼児が関与観察者に関わつてきたり,

関与観察者に笑いかけたり, という自然な観察が可能

となった。

成り込みながら関与観察する本観察方法は,家庭訪

間が 2～ 3ケ 月毎であり,母子 との親和間が深まり,

観察者の訪間に,乳幼児が1貫れやすい。実際には,訪

問開始すぐに,絵本を介する場面を観察でき,カ メラ

の準備より先に絵本を取 り出すシーンも見られた。

また,横断的に各家庭の母子を比較考察するのでは

なく,縦断的に観察し続けることは,その変化や,過

程の考察が可能となる。

本方法は,持参した絵本を 1冊 ・2冊 に特定せず ,

複数冊を持参し,観察中は家庭にあった絵本も取 り入

れる。この方法は,選べる絵本の数が多く,乳幼児や

母親の選択肢が広がり,母親が限定されたものを扱わ

ねばならないという非日常的な意識を持たずに済むと

考えられる。

つまり,本観察方法の独自性は,可能な限 り自然

に, 日常,絵本を介している母子の相互関係を観察す

るために,各家庭にビデオを持ち込み,複数冊の自由

選択できる絵本を用意し,継続的に観察したことにあ

るといえる。

(2)本方法による実践

本方法での実践研究「絵本を介した母子相互関係の

考察一前言語段階の事例研究を通して」では,横断的

に記述したエピソー ド18夕1,縦断的に記述 したエピ

ソード9夕1を用い,考察・結論付けた。この方法を用

い考察することは,個人の発達比較に終わりがちな横

断的記述を,縦断的記述で裏付けることにより,発達

の流れというものが捉えられる。また,個人の成長記

録に終わりがちな縦断的記述を,数例の同月齢の母子

を見る横断的記述で裏付けることにより,一方的な視

点ではない考察ができる。

このように,縦断的・横断的の 2つの方向性から考

察することにより,絵本を介した前言語段階の母子相

互関係の実態が明らかにできると考える。加えて,考

察に使用 した 18例 と9例以外にも,使用されなかっ

た多くのエピソード記述が残る。つまり,その多くの

事例の中から,論旨の焦点化が可能な事例を選び,考

察することが可能となる。

また,関与観察者が観察の現場に臨床するという本

方法は,乳幼児と,母親の両方を見ることができ,そ

の場に関与することによつて,その間主観的な流れが

櫻井美佐子 三「絵本を介した前言語段階の母子相互関係」の研究方法



把握できる。

観察後のエピソード記述においては,関与観察者自

身がビデオを再生し記述することによつて,記述内容

の信頼性が高くなるといえる。

次にあげるエピソードは,関与観察者が記述するこ

とにより可能となった,母親と乳児二者への視点があ

る。また,二者の間主観性についても読み取れ,こ の

母子の現在の問題を探る糸口となる。

【エピソー ド3:絵本を介 した H児 と母親】

母親は「い・な・い・い 。な・い・ばあ」と絵本の

題名を二回指差 しながら,仰 向けのままの H児 に向

かって読む。「わかった ?」 と確認するC。「にゃあに

ゃあが,ほ らほら,いないいないばあ」と絵本を動か

しながら読むと (「ばあ」の時に子どもの身体に追る

読み方),H児が手足をバタバタさせて「キヤー」と

声を立てる。「ばあ」の時,H児の声の反応があるた

びに,母親は「わかった,わかった」と嬉しそうに笑

う②。声を立てないときは,「わかった ?」 ③と,確

認する。絵本が終了すると,母親はガーゼのハンカチ

で自分の顔を隠し,「お母さんがいないいばあ」と遊

び初め,次は,H児 の首にかかっていたよだれかけ
で「H坊 も,い ないいないばあ」とする。それを矢

継 ぎ早に,何度か繰 り返す。その間中,H児 は足を
バタバタ,手を動かし,ニ コニコと母親の顔を見てい

る。が,声を立てて笑うわけでない。母親は「あんた

は笑わへんなあ」と,つぶやく。

関与観察をして現場に臨席すると,母親が何度も

「わかった」 (下線①②③)と いう語尾の トーンでそれ

ぞれのニュアンスがちがうのが聞き取れる。H児が

声をあげ,全身の動 きがあるときは「そう,よ かっ

た」 (下線② )と いうトーン。H児の気が散って,他

をみているようなとき,あ るいは,声 をあげないよう

なときは「ほんとに通 じているの ?」 (下線①③)と

念押しをしているようなトーン。大別すると2種類で

ある。

また,時折,母親の求める反応の連続が H児 にあ

るときは,母親自身のテンションが高まり,母親の声

も高くなる。つまり,母親は,乳児の反応の確かな手

ごたえを性急に求め,言語で表さない H児の思いの

捉え方に, まだ慣れていないと考えられる。実際に関

与観察 していると,反応の大 きいときばか りが,H
児の反応とは限らず,最後の実際の遊び (ガーゼハン

カチやよだれかけで顔を隠す)に 至ったとき,H児
は大きな表情の変化が無 く,声 もあげないが,関与観

察者には,H児 が決 して不快の状態であるとは考え
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られない。しかし,H児 の大 きな反応がないことに

母親は満足せず,「あんたは笑わへんなあ」という関

わりがうまくいかなかったことを示唆するような母親

の眩きが聞こえる。母親の性急な関わ り合いに,H
児なりの「快」の状態が表出されているのであるが ,

それは,母親の思いとはズレのある H児の情緒表出

方法である。関与観察者には,H児 が母親の情緒的
な波長のズレがあることが推測される。関与観察者に

は,H児 が′快の状況にあることは,手足をバタバタ

させたり,声 を上げたり,ニ コニコと母親の顔を見て

いるといった身体の動き,表出で理解できるのにかか

わらず,母親は,H児 の「快」の状況のすべてを把
握できていないのである。

以上の実践研究から判断されるように,前言語段階

では,言葉になっていない音や,身体の動 きなどか

ら,乳児の情緒表出を捉えなければならない。しか

も,その音や動きだけ,取 り出してみても,その乳児

の思いは理解できるものではない。また,【エピソー

ド3】 の母子のように,笑わせようとか,声を出させ

ようとか,張 り切る母親と,ゆ ったりとしているかの

ように見える乳児との「ズレ」を知るには,ビ デオ撮

影し記述するだけでなく,関与観察により臨席し,そ

の場の間主観的雰囲気を読む必要があると考える。

つまり,本方法で,その場に臨席して間主観性を提

えることは,特に,前言語段階の母子相互関係を研究

していく上で,重要な方法の一つであるといえる。

(3)ま とめと課題

ここまで,述べてきたように,本方法で用いた,関

与観察,ビ デオ撮影,エ ピソード記述の流れは,前言

語段階乳幼児の情緒表出を読み取 りやすく,母子間の

間主観性を読み取 りやすい一つの方法であり,可能な

限り自然に,母子が絵本を介する場面の研究に適する

と考える。また,本方法においては,母子が絵本を介

した環境に成りこんでいく過程を見ることが可能であ

る。

本実践研究によると,母親は関与観察開始時期 (4

ケ月前後)か ら,絵本を使って,乳児の関心をひこう

とし,乳児に関心がないと母親が判断した場合は,他

の事や他の絵本で,調 整する実態が観察された。ま

た,観察依頼者の依頼 (「赤ちゃんと一緒に見たい

(読んであげたい)絵本をどうぞ。」と口頭依頼)に応

じる形で,絵本を介した観察時間は開始され,観察中

は,読んであげようとする母親を観察できた。また,



乳児が嫌がる場合は,読むのを調整したり,乳児が開

閉に興味を示す場合には,乳児の要求に応えたり,開

閉を手伝う母親の実態が観察された。

しかし,こ こで,絵本を介するという新 しい環境

に,母子がどう成り込み始めるかという課題が浮かび

上がってきた。

まず,前言語段階の乳幼児の場合は,自 我の確立が

未発達であり,母親との絵本を介した新しい環境に,

自然に,成 り込めると考えられる。また,それは,発

声や動き等,乳幼児の行動で判断が可能である。

しかしながら,自 我の確立されている母親自身が絵

本を介した新しい環境にどう成り込み始めるかという

点については,関与観察のみでは,判断しにくい。つ

まり,観察依頼に応じる立場だけなのか,母親自身の

主観で成り込んでいく立場なのか。等,絵本を介する

環境へ成り込む母親の動機付けである。また,観察を

重ねると,その動機に変化や差異があるのか。またそ

れはどこから生じるのか。

絵本を介した環境への母親の動機付けを理解するこ

とは,絵本を介した母子相互関係の過程を理解する上

で重要であり,絵本を介した日常の母親の主観を理解

することであると考える。

したがって,母親が乳幼児と絵本を介する動機付け

を検証できるような方法を準備し「絵本を介した前言

語段階の母子相互関係の過程」の検証をさらに進める

ことが課題である。

江

1)こ こで言う主体 (suttect)は ,認識し行為し評価する

我の意味。

2)こ こで言う主観 (suttecdvtty)は ,認識主観の意味。
3)【用意した絵本書誌】

安西水丸 (1987)『がたんごとん がたんごとん』福
音館

Bland,Stevc(1999)『 Woof!』 campbCll Books

ブルーナ,デイック (1984)『たべもの』講談社
ブルーナ,デイック (1994)『ボールをぽ―ん』講談

社

ブルーナ,デイック (2002)『 おやすみなさい』講談
社

カール,エ リック (1997)『 はらぺこあおむし』もり

ひさし (訳)借成社・ボードブック

カズンズ,ルーシー (1993)『 はたけのまわりで (ふ

かふかえほん)』 借成社

こかぜさち (2001)『ぶ―ぶ―ぶ―』わきさかかつじ

(絵)福音館

小森 厚 (1977)『どうぶつのおかあさん』藪内正幸
(絵)福音館
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平山和子 (1979)『 くだもの』福音館

Lousada, Sandra(2001)『 This Littlc baby』 Campbell

Books

Lodge,Jo(2001)『 Pcts』 Campbell Books

松谷みよ子 (1967)(『いないいないばあ』瀬川康男

(絵 )童ノ亡ヽ社

元永定正 (1982)『 ころころころ』福音館

パール, トッド (2001)『おおきいちいさい』ほむら

ひろし (訳 )フ レーベル館

スカール,グ レース (1986)『 いぬがいっぱい』やぶ

きみちこ (訳 )福音館

スカール,グ レース (1986)『ねこがいっぱい』やぶ

きみちこ (訳 )福音館

Stcphcns,Helen(2002)『 Twinkly night』 Campbell Books

たるい しまこ (2001)『 おおきなあかい りんご』 福

音館

4)安 西水丸 (1987)『がたんごとん がたんごとん』福
音館

5)パール, トッド (2001)『おおきいちいさい』ほむら
ひろし (訳)フ レーベル館

6)松谷みよ子 (1967)(『いないいないばあ』瀬川康男

(絵 )童心社
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